
ＲＡＤプログラマーの為の
データベースの構築方法

いつもお酒だけを楽しみにこの飲み会に参加しています。

RADプログラマー 板谷 吉洋

第12回 RAD Studio勉強会@Osaka用

RADとはｐ５参照のこと



参考）お世話になった本10冊 もちろん他にもありますが…

Marco Cantùの本だったこれでコンポーネント設計
することができたが…

今も愛用

データベースはこれ？

Basic、C言語からの移行時 WIndowsAPIの使い方

Graphicsの勉強用 オブジェクト指向の考え方
はこれから…

僕のDelphi入門書
物語風の説明がお気に！

この本でCGIを勉強…
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参考）お世話になったサイト… この場を借りて

• 公式サイト） やっぱりこれ！

• Embarcadero 日本語のフォーラム ：もしかしていまない？

• Embarcadero チュートリアル

• 非公式サイト） 教えてくれて有難う

• Delphi Library [Mr.XRAY]

• Googleってヒットした皆様



１）使ったデータベース

• FileMakerPro：カード型データベース 1990年頃～

• Excel：表型データベース 1990年頃～

• Oｒacle：リレーショナルデータベース 1995年頃

• （Access：Visual Basicで使うため） 1995年頃

• BDEとOracle:Delphi2～Delphi6 1996年頃～2001年

• MYDataBase:Delphi7～XE5 2002年～2013年

• FireDacとSQLite： DelphiXE5 2016年～



２） FileMakerPro ：私の一番のお気に入り
いいところ

• 利点）

• GUI的にDBが作成出来る：いい加減なプログラマー
向きアプリ

• 大概のことはここで作ることが出来ます。リレーショ
ナルDBのテストモデルを作るには便利

• 強力なレポート機能：いちいちプログラムしなくてもす
ぐに出来てしまう。簡単なことは開発後ユーザーに
お任せできる。プログラマー不要か？

• ２次利用も簡単（Excel並に…）



２） FileMakerPro ：私の一番のお気に入り
だめだめなところ

• 欠点）

• 大きなＤＢでは動きが遅くて使い物にならない。いま
のCPU、メモリー、SSD、OSならかなり改善されている
はず。

• 有料アプリ、１ユーザー３万程度

• プログラム言語に組み込めない。ファイル渡し

• 使っているユーザーが回りにきっといない。



３） かんたんデータベース作成



３）例えば FileMakerPro等のDBでのノーマル設計

大体いつも考えていなの
でいきなり挫折！

全体を考えずに作りながら
決めていくので。。。

典型的なスパゲッティープ
ログラマーです

①

③

②

④

⑤

MYSQL,ACCESS,SQLite、Paradox…

も面倒くささは私にとって基本同じ



３） Excelを使おう！⇒ いちばん簡単に作成できるＤＢ

• Excelなら誰でも使える。今の日本の会社員なら…

• データベースの構造が分からなくても目視でガンガ
ン作れて、ガンガンテスト出来る。

⇒非プログラマーの方のでも設計に参加できる

• 注釈もがんがん書き込める

• DBプログラムを作れない人にでも扱える。

• DB設計中でもみんなで議論できる

構造が分からなくて、分かっているところから、
①行目に項目名を決め、
②行目にサンプルデータを入れていけば良い
まずは、これだけです！

思いつく項目とそのサンプルデータが入力でき
たら、プログラムが完成した気になってしまい
ます。



３）SQLite：Embarcaderoさんの移行のおすすめのひとつだったので採用
項目名が決まったらDB Browser for SQLiteでDB（もちろんローカルで）作成

手動で作成する場合



３）DatabaseDesktop ＝ Paradox 懐かしい！
以前は項目名か決まったらGUIツールでDB（もちろんローカルで）作成



３）余談：DatabaseDesktop の困っていたこと

１） TableかSQLか忘れましたが（多分SQL）、Open、Closeを繰り返していると、知らない内に、（きっ
と使い方がおかしかったのだと思っていますが…）

_QSQ1.DBと_QSQ1.MB

が出来てしまい、多くなると動かなくなる。

その為バッチ処理で下記の削除を実施して回避していました。

del *.db

del *.MB

２） レコード数か容量がある程度大きくなると上手く動作しなくなっていた

解決策は分からずに、StringGridへ移行していきました



３）余談：ＳＱＬｉｔｅでの困っていたこと

１） レコード数か容量がある程度大きくなると上手く動作しない。レコードが表示できなくる。小規模はOK

２） これを書き初めてDB Browser for SQLite 3.8.0のリリースに気が付きました

解決しているようです！

バージョンUPしましょう！



３）余談：ＳＱＬｉｔｅでの困っていたこと

Ver2.0b1 ：例えば6.645GBのサイズのファイルで
は…

Ver3.8.0：巨大なデータでも動いている！感激！



４） Excelファイル ⇒ StringGrid
ここからDelphiの世界でプログラミングがスタート

１）Excelで作ったテーブルをStringGridへ
２）StringGridのデータをExcelへ



４） ① Excelファイル ⇒ StringGrid

読込条件
１）3000000行、10000列まで

きっと自動取得出来るはず…

⇒知っていたら教えて下さい。
今は1項目目が空白でbreak

２）1行目は項目名 （決め事です）

３）1列目はレコードの番号

４）Uses ComObj ：Excel用に追加



４） ② StringGrid ⇒ Excelファイル
これがあると何かと便利

やはりStringGridはそのままExcelファイルに出力し
たい。
非プログラム系の方とやり取りにはこれを配布！
（Excelの呪文）
var

MsExcel,MsApplication,WBook,WSheet: Variant;

begin

//Excel起動
MsExcel := CreateOleObject('Excel.Application');

MsApplication := MsExcel.Application;

MsApplication.Visible := True;

WBook := MsApplication.WorkBooks.Add ;

WSheet :=WBook.ActiveSheet;  

pc_id:=GetUserNameS; //ログインユーザー名取得
WBook.SaveAs('C:¥Users¥'+PC_ID+'¥Desktop¥'+Filename);

{後始末}

WBook.close;

WBook:=unAssigned;

WSheet:=unAssigned;

MsExcel.Quit;

MsExcel:=unAssigned;

コーディング



４） StringGridをMYデータベースにするための
検索機能

①：検索文字を含んでいるレコード
②：検索文字を含んでいる項目と項目内

の文字の位置
③：①の中での文字を表示（赤色等）
④：特定項目内での検索文字の表示



４） MYデータベースの利点/欠点

（利点）

• とにかく大量のレコード数でもＯＫ

実績で1.5GBは問題なく動く

• 検索がとにかく速い。SQLiteでindexを使用してみ
たが、まだまだこちらのほうが速かった。

• 自己設計なので、トラブル対策は簡単なのと、単
純な為か、ほとんどトラブル知らず。。。

（欠点）

簡単に構築することが。。。

多重検索は作るのが。。。



４） DB Browser for SQLiteでDB作成 EXCELで項目名が決まったら作成

この作業がもっと簡単にならないか

エクセルを読み込んで作ればいいが
まだ作っていません。（許容範囲か？）



４） FireDac （SQLite） まずは基本コンポーネントセット
儀式（お経、呪文の類）のようなもの１

くどい！：ここをセットしたら自動で…

FDQuery1 SQL :select * from DEMO1

よく分かっていないが、Embarcaderoの紹介ビデオでNormalが選ばれていたので…



４） FireDac （SQLite） 儀式（お経、呪文の類）その２
事前に作ったDBをDataGridで表示させるまで

FDConnection1

Connected :True

FDQuery1:

Active:True

DataSource1

Dataset:FDQuery1

DBGrid1

Datasouce:DataSource1

FDQuery1:

SQL :select * from DEMO1



４） FireDac （SQLite） 儀式その３

だめだめ問題１：カラムの幅の調整がしにくい

テキスト項目の幅がメチャ長い！
調整がしにくい

カラムエディターを利用

FDQuery1:

Active:False

なんと、突然全項目が見える

マウスで幅を調整すれば記憶されてOK



４） FireDac （SQLite） DBをDataGridで表示させる
だめだめ問題２ ⇒ 解決編

SQLiteでテキストは単に接続すると
（WIDEMEMO）と表示される

これを解決する方法はネットでいくつか
あるが、完全なものは無かった（後で説明あり）

第10回Embarcadero＠大阪のメイン会議
の席（飲み会）にて愚痴ったところ
FDConnection1オプションにて
WIDEMEMOをWIDESTRINGに手動セットすれば
解決する方法を教授されました。

変更箇所はこの3つ
１）継承したルールを無視
２）dtWideMemo
３）ｄｔWideString

これを解決する方法だけど。。。
移行についての考え方が間違っていると思う。
FDDBGridがあるならいいけど
解決方法が提示されていないのは。。。



４） FireDac （SQLite） DBをDataGridで表示させる
だめだめ問題２ 解決方法と以前のやりかた

これでようやくDatabaseDesktop
からFireDac＆SQLiteに置き換えられる
様になりました。

参考）以前の方法 ビジュアルバインドを使う

DBGridは（WIDEMEMO）表示のままだが

StringGridはノーマルな表示

解決しました！



４） FireDac （SQLite） DBをDataGridで表示させる
ビジュアルバインド編 だめだめ問題３

• １）LiveBindingデザイナはコンポーネットが少ない時は見やすいが、
多くなるとカオス！どこにあるのか分かりにくい。

• ２）StringGridへビジュアルバインドは行数が200まで。何故でしょうか？

• ２００レコード以上だと表示がおかしくなる（データはOKだが。。。）

• ３）２）改良版として、EditとビジュアルバインドすればOKですが、
StringGridに表示するには全レコードを先頭からEditを通して読まないと行
けない ⇒ めんどくさいし、なによりスマートでない

Editでは変換されて内容が見える



４） FireDac （SQLite）ネットでの回避の仕方
DBをDataGridで表示させる だめだめ問題４



４） FireDac （SQLite）ネットでの回避の仕方
ネットの回避の仕方で試してみる OnDrawColumnCellイベントの方法１

• procedure TForm1.DBGrid1DrawColumnCell(Sender: TObject; const Rect: TRect;

• DataCol: Integer; Column: TColumn; State: TGridDrawState);

• begin

• DBGrid1.Canvas.FillRect(Rect);

• DBGrid1.Canvas.TextRect(Rect, Rect.Left, Rect.Top, Column.Field.Value);

• end;

しかしクリックすると
なんと（WIDEMEMO）が現れる。
残念！

文字が左詰めになって
しまうが、全部見える
やった！



４） FireDac （SQLite）ネットでの回避の仕方
ネットの回避の仕方で試してみる OnDrawColumnCellイベントの方法２

• inherited;

• DBGrid1.Canvas.FillRect(Rect);    //消す（WIDEMEMO)を消す

• DBGrid1.DefaultDrawColumnCell(Rect,DataCol,Column,State);// --- 描画を行う

• //(WIDEMEMO)の時

• if Column.Field.IsBlob then begin

• DBGrid1.Canvas.TextRect(Rect,Rect.left+2,Rect.Top+2,Column.Field.AsString );

• end;

やっぱりクリックすると
なんと（WIDEMEMO）が現れる。
残念！！！
見てくれが悪い。

WidoMemo表示のところだけ
にすると、表示はOK



４） FireDac （SQLite）でのレコード数取得
DBをDataGridで表示させる だめだめ問題５

• レコード数が大き時FDQuery1.RecordCountで取得する
と50と表示される

• ⇒ 何かかます、時間をおく

• ⇒ FDQuery1.FindLast; 正常に表示

FDQuery1.Close;

FDQuery1.Open('select * from  DEMO1 

ORDER by 番号 '+junban);

Edit6.Text:=inttostr(FDQuery1.RecordCount);

FDQuery1.Open('select * from  DEMO1 ORDER 

by 番号 '+junban);

FDQuery1.FindLast;

Edit6.Text:=inttostr(FDQuery1.RecordCount);

FDQuery1.FindFirst;



４） StringGrid ⇒ SQLite

FireDacへのデータ入力は
もっぱらDMLを使っています
（理由）これが一番速い！？

• FDQuery1.SQL.Clear;

• FDQuery1.SQL.Text := 'insert into DEMO1 values (:p0, :p1, :p2, :p3, :p4)';

• //

• FDQuery1.Params.ArraySize := StringGrid8.RowCount-1;

• for i := 0 to FDQuery1.Params.ArraySize - 1 do begin

• FDQuery1.Params[0].AsIntegers[i] := strtoint(StringGrid8.Cells[0,i+1]);

• FDQuery1.Params[1].AsStrings[i]  := StringGrid8.Cells[1,i+1];

• FDQuery1.Params[2].AsStrings[i]  := StringGrid8.Cells[2,i+1];

• FDQuery1.Params[3].AsStrings[i] := StringGrid8.Cells[3,i+1];

• FDQuery1.Params[4].AsStrings[i] := StringGrid8.Cells[4,i+1];

• end;

• FDQuery1.Execute(FDQuery1.Params.ArraySize);

• FDConnection1.Commit;



４） StringGrid ⇒ SQLite
配列DML、SQLite入門



４） SQLite ⇒ StringGrid
レコード数取得：FDTable1.RecordCount;

項目数取得 ： FDQuery1.FieldCount;

フィールド値取得：FDQuery1.Fields[j].AsString;

レコードのコントロール： FDQuery1.FindFirst;

レコードのコントロール： FDQuery1.Next; 



４）もっと簡単に。。。その１： （今回のプレゼン用に作成してみました）
Delphiからデータベースファイル作成

①

②

③

②

③

お好きな方法でデータベースファイルを作成する



４）もっと簡単に。。。その２： 作業の流れ
大分かんたんになったと思います

①

②

③

④

⑤

Excelの項目とそのデータがSQLになった！

⑥

⑦



４）もっと簡単に。。。その４：

①

②

③

④

①
begin

GetDir(0,DIR);

Filename:=DIR+'¥'+Edit1.Text;        //Excel File

St:=1;                               //Sheet 番号
Excel_SG(StringGrid1,St,Filename,Err);  //Excel to StringGrid

End;

④
begin

FDQuery1.SQL.Clear;

FDQuery1.SQL.Add('create table DEMO1 ('+Edit16.text+');');

FDQuery1.ExecSQL;

end;

③
var

i:integer;

s:string;

begin

s:='番号 INTEGER PRIMARY KEY';

for i := 0 to StringGrid8.ColCount - 1 do begin

s:=s+', '+StringGrid8.Cells[i,0]+' TEXT';

end;

Edit16.Text:=s;

end;

手で編集後



４）もっと簡単に。。。その４： コーディングDMLこの部分をN対応にしたいが。。。

⑤

var

i:integer;

begin

//

//

FDQuery1.SQL.Clear;

FDQuery1.SQL.Add('delete from DEMO1');  //

FDQuery1.ExecSQL;

//

//

FDQuery1.SQL.Clear;

FDQuery1.SQL.Text := 'insert into DEMO1 values (:p0, :p1, :p2, :p3, :p4)';

//

FDQuery1.Params.ArraySize := StringGrid8.RowCount-1;

for i := 0 to FDQuery1.Params.ArraySize - 1 do begin

FDQuery1.Params[0].AsIntegers[i] := strtoint(StringGrid8.Cells[0,i+1]);

FDQuery1.Params[1].AsStrings[i]  := StringGrid8.Cells[1,i+1];

FDQuery1.Params[2].AsStrings[i]  := StringGrid8.Cells[2,i+1];

FDQuery1.Params[3].AsStrings[i] := StringGrid8.Cells[3,i+1];

FDQuery1.Params[4].AsStrings[i] := StringGrid8.Cells[4,i+1];

end;

FDQuery1.Execute(FDQuery1.Params.ArraySize);

FDConnection1.Commit;

//

FDQuery1.Close;

FDQuery1.Open('select * from DEMO1');

//

end;



４）もっと簡単に。。。その５： もっと簡単に。。。願いを込めて

var

s:string;

i,j:integer;

begin

//

// 項目名取得
//

Memo1.Clear;

FDQuery1.Close;

FDQuery1.Open('select * from  DEMO1');

for i := 0 to FDQuery1.FieldCount -1 do begin

Memo1.lines.Add(FDQuery1.Fields[i].FieldName);

end;

//

//

FDQuery1.FindFirst;

StringGrid1.RowCount:=FDQuery1.RecordCount+1;

StringGrid1.ColCount:=FDQuery1.FieldCount;

//

// 項目名セット
//

for i := 0 to Memo1.lines.count -1 do begin

StringGrid1.cells[i,0]:=Memo1.lines[i];

end;

//

for i := 1 to FDQuery1.RecordCount do begin

for j := 0 to Memo1.lines.count -1 do begin

s:=FDQuery1.Fields[j].AsString;

StringGrid1.cells[j,i]:=s;

end;

if not (i = FDQuery1.RecordCount) then begin

FDQuery1.Next;

end;

end;

StringGrid1.RowCount:=i;

if  i > 1 then StringGrid1.FixedRows:=1;

//

end;

⑥

var

Filename:string;

begin

Filename:=Edit2.Text;

ExportToExcel(StringGrid1,Filename); //Excel 出力
end;

⑦



４） SQLite 編集用、検索用、備忘録用

１）各項目はDBEditかDBMemoを利用

２）更新：FDQuery1.ApplyUpdates(0);

忘れがちなものを簡単にゲット

検索関係

SQL文はこれで簡単に確認３階層あればほぼＯＫ！

ようやくDatabaseDesktopを使っていた時と
同じ環境を構築できた！

備忘：SQL文をすぐに忘れるので…ここでチェック！。



５） FileMakerProでレポート作成 ①形式変換

堅苦しいことは言わすにもうファイルメーカ
として作成される

FileMakerProはレポートデザインをしな
がらＤＢ項目を作れるので。。。！
FistRepotもあるが…。



５） FileMakerProでレポート作成 ②レポート形式

レイアウト１：レポート形式 デフォルト

レイアウト編集 ブラウズ



５） FileMakerProでレポート作成 ②表形式

レイアウト２：表形式：デフォルト

レイアウト編集画面 ブラウズ画面



５） FileMakerProでレポート作成 ②表形式

レイアウト２：表形式：デフォルト

レイアウト編集画面 ブラウズ画面

レイアウトの追加

１）標準
２）リスト／レポート
３）表形式
４）ラベル
５）縦書きラベル
６）封筒
７）空白レイアウト



５） FileMakerProでレポート作成 ③レイアウト追加

レイアウト編集

レイアウトの追加

１）標準
２）リスト／レポート
３）表形式
４）ラベル
５）縦書きラベル
６）封筒
７）空白レイアウト



５） FileMakerProでレポート作成 ④レイアウト編集

ちょっとしたドロー機能
Excel、画像、動画もデータベースを編集すれば、

ファイルをドラックすればＯＫ

データベース設計と言うよりレポート設計をしている感じが好きです！

ファイルをドラックすればＯＫファイルをドラックすればＯＫファイルをドラックすればＯＫ



７）最後に私の理想の設計方法になるに
はと欲しいもの

• １）エクセルで設計開始

• ２）ファイルメーカでレポートデザイン設計

• ３）エクセルからデータベース作成

• ４）データベースからFileMakerにデータを渡してレポー
ト表示

• 欲しいもの）

• １）StringGrid1.LoadFromExcelFile();Excelからデータ読込、StringGrid1.SaveToExcelFile();データExcel出力

• ２）DBGrid1.LoadFromExcelFile();Excelからデータ読込、DBGrid1.SaveToExcelFile();データExcel出力

• ３）FDPhysFileMakerDriverLink1；FireDACでFileMakerが扱える

• ４）多機能検索コンポーネント



ＰＳ）RichEditのバグとしょうもない質問

• Delphi RichEdit UTF-8 テキスト読み込み時文字化け
が起こる

• ⇒TMemoがTStringListを使いましょう！

• Tmemoの容量制限が以前はあったが、今はないと以前
のRAD Studio勉強会@Osakaで教えてもらったので、今
はもっぱらTmemoでファイルを読み込んでいます。

• var

• SL : TStringList;

• begin

• SL := TStringList.Create;

• try

• SL.LoadFromFile(Filename);

• for i := 0 to SL.Count-1 do begin

• RichEdit1.Lines.Add(SL[i]);

• end;

• finally

• SL.Free;

• end;

• end;

begin

Halt;

end;

プログラムの終わらせ方

いつも安易に①ですが…

皆様は？

begin

Form1.Close;

end;

① ②

しょうもない質問）



ご清聴？有難うございました

ロードマップの大切ですが、以前のバージョンのバグの修正もしてほしいなぁ！
これからはC++BuilderStarterか！DelphiStarterか！


